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ふるさと養父市創生総合戦略の評価について 

 

養父市長  広 瀬  栄  

 

平成 28年度まち・ひと・しごと・ふるさと養父市創生総合戦略の評価については、平

成 28 年 9 月 16 日付で報告のあったまち・ひと・しごと・ふるさと養父市創生総合戦略

検証委員会の検証結果報告を踏まえて以下のとおりとします。 

 

総合戦略初年度の進捗状況としては、新たな事業を多く盛り込み、戦略を進めるため

の環境づくりを実施したことにより概ね順調なスタートを切ったところです。 

平成 27 年度末の人口は 25,006 人（住民基本台帳ベース）で 367 人減でしたが、昨年

度と比較して減少数・減少率はともに抑えられました。今後は、国家戦略特区への取組

をはじめとしたこれまでの施策を更に磨きあげ、将来希望人口の実現を目指し、地方創

生実現に向けて更なる改善を進めていきます。 

 

基本目標ごとの評価は次のとおりです。 

○基本目標１（“住みたいまち”に） 

人口の社会減が 93人（H26：167人）に抑えられたことは、戦略策定直後にも関

わらず人口の社会増減に関する平成 31 年度までの数値目標を達成するものであり、

過去の施策の効果が少しずつ表れていると考えられます。今後も市の魅力発信等、

社会増に繋がる仕組みを速やかに強化していきます。 

○基本目標２（“チャレンジできるまち”に） 

雇用創出数は 53 人で初年度としての目標を達成しましたが、新たな起業・創業

件数については 7件で未達でした。今後も、農業分野をはじめとする国家戦略特区

の強みを活かした雇用創出を重点的に推進していきます。 

○基本目標３（“子育てしたいまち“に） 

出生数は 141人で残念ながら初年度としての目標を下回りましたが、新たな事業

を盛り込むなど将来に期待できる環境を整えました。今後は、実施効果が見えるま

で時間を要する分野であることに注意しつつ、制度を利用する市民のニーズを的確

に把握しながら事業を進めていきます。 

○基本目標４（“健康長寿のまち”に） 

介護を必要としない人の年齢が 83.88歳（H27末）で平成 26年末の指標（83.81

歳）から 0.07 ポイントの増にとどまりましたが、高齢者の活躍の場や世代交流で

きる場をつくるなど、引き続き丁寧に施策を展開していきます。 

 

参考資料） 

◇まち・ひと・しごと・ふるさと養父市創生総合戦略について（委員長報告書）  

◇まち・ひと・しごと・ふるさと養父市創生総合戦略施策評価シート 

◇地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）事業評価シート 



 

H26
（2014）

H27
（2015）

H28
（2016）

H29
（2017）

H30
（2018）

H31
（2019）

25,255 24,895 24,528 24,178 23,853 23,553

(△ 360) △ 367 △ 350 △ 325 △ 300 △ 1,702

25,373 25,006

△ 437 △ 367

△1.7% △1.4%

146 141

416 400

△ 270 △ 259

494 489

661 582

△ 167 △ 93

基本目標１

　　　　※斜字体は推計値

H27 H28 H29 H30 H31

△ 93

基本目標２

H27 H28 H29 H30 H31 累計

53 53

7 7

基本目標３

H27 H28 H29 H30 H31 累計

141 141

基本目標４

H27 H28 H29 H30 H31

83.88

死亡数

自然増減数

転入数

転出数

社会増減数

項目

将来希望人口（推計）
（国勢調査）

増減

人口（実績）
（住民基本台帳）

上段：増減数
下段：増減率

５年後の転入者数

新たな雇用創出数

新たな起業・創業件数

まち・ひと・しごと・ふるさと養父市創生総合戦略　評価結果

備考

年度別人口

”住みたいまち”に

80人増加
（社会減△100人）

”チャレンジできるまち”に

200人/5年間
（40人/1年間）
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訳
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（154人/1年間）
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50件/5年間
（10件/1年間）

”子育てしたいまちに”に


